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赤池町暴力絶滅住民総決起大会 
綴I 

暴
力
絶
滅
宣
蓄
 

昨
年
十
月
六
日
白
昼
自
治
体
の
首
長
 

が
暴
力
行
為
に
よ
っ
て
殉
職
す
る
と
い
 

う
い
た
ま
し
い
事
件
は
、
民
主
主
義
の
 

根
幹
を
揺
る
が
す
重
大
事
件
で
あ
り
田
 

川
地
区
住
民
の
生
活
に
大
き
な
不
安
と
 

恐
怖
を
あ
た
え
更
に
暴
力
の
ま
ち
と
し
 

て
田
川
の
イ
メ
ー
ジ
を
全
国
に
喧
伝
さ
 

れ
た
。
 

炭
の
出
な
い
産
炭
地
か
ら
の
浮
揚
を
 

目
指
し
町
民
が
一
体
と
な
り
懸
命
の
努
 

力
を
続
け
て
い
る
時
、
町
民
の
社
会
的
 

不
安
、
特
に
二
十
一
世
紀
を
担
う
青
少
 

年
に
あ
た
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
 

も
の
が
あ
る
。
生
活
の
安
定
を
目
指
す
 

企
業
誘
致
へ
の
障
害
も
暗
雲
か
ぎ
り
で
 

あ
る
。
 

今
こ
そ
全
住
民
が
良
識
と
勇
気
を
も
 

っ
て
決
起
し
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
絶
滅
 

し
な
け
れ
ば
我
々
が
願
う
真
の
基
本
的
 

人
権
の
行
使
と
平
和
、
幸
せ
な
生
活
の
 

確
保
は
期
し
が
た
い
。
 

こ
こ
に
赤
池
町
民
の
総
意
を
結
集
し
 

暴
力
を
憎
み
、
許
さ
ず
、
こ
れ
に
屈
し
 

な
い
、
暴
力
絶
滅
の
町
民
運
動
を
推
進
 

し
全
住
民
の
努
力
と
実
践
に
よ
っ
て
暴
 

力
の
町
の
汚
名
を
返
上
し
、
 

「
人
の
心
 

の
豊
か
さ
を
知
る
」
平
和
で
明
か
る
く
 

住
み
よ
い
町
の
実
現
を
目
指
し
、
立
ち
 

向
う
こ
と
を
宣
言
す
る
。
 



住
民
パ
ワ
ー
で
 

一
月
十
七
日
、
暴
力
追
放
運
動
を
一
 

時
的
な
も
の
で
な
く
、
息
長
く
継
続
し
 

た
運
動
に
展
開
し
て
い
く
た
め
 
「
防
犯
 

推
進
委
員
会
」
が
発
足
。
そ
の
運
動
の
 

第
一
弾
と
し
て
、
「
赤
池
町
暴
力
絶
滅
住
 

民
総
決
起
大
会
」
 
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

会
場
の
「
中
央
研
修
所
」
 
に
は
、
五
百
 

人
を
こ
え
る
町
民
の
皆
さ
ん
が
結
集
。
 

「
私
た
ち
の
赤
池
町
か
ら
一
切
の
暴
力
 

を
追
放
し
、
皆
ん
な
が
誇
り
を
も
っ
て
言
 

え
る
 
コ
現
豊
、
田
川
、
赤
池
』
に
し
よ
 

う
グ
」
 
と
の
決
意
を
表
明
。
熱
気
冷
め
 

や
ら
ず
大
会
終
了
後
、
田
川
消
防
署
「
 

ラ
ッ
パ
隊
」
を
先
頭
に
田
川
警
察
署
の
 

(3) 

赤池町防犯推進委員の方 

役員名 氏 名 住 所 電話 

会 長 

副会長 

委 員 

夫
 
一

生

勇

年

男

 二

正

悉

昇

子

次

等

み

豊

次

美

春

稔

子

代

尚

郎

忠

雄

夫

 

杉

司
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光

次

弘
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松

 

す
 

富

増
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契
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逸
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喜
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日

立

柴

小

浦

平

山

浦

黒

村

立

伊

亀

池

藤

早

谷

吉

日

大

長

小

池

柴

亀

水

池

 

赤池町松本町 

赤池町市場8の2 

赤池町上野原田 

赤池町上野大浦 

赤池町上野大谷 

赤池町上野堀田 

赤池町町営伏原 
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赤池町小藤団地 

赤池町稲荷町 
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赤 池 町 伏 原 
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第
一
一
次
赤
池
町
 

総
合
計
画
 

今
月
は
、
ま
ち
づ
く
り
 

の
た
め
の
基
本
的
な
施
策
 

の
体
系
を
、
わ
か
り
や
す
 

い
よ
う
に
図
で
説
明
し
ま
 

すo 第
二
次
赤
池
町
総
合
計
画
は
、
ま
ち
 

づ
く
り
の
基
本
理
念
「
緑
と
清
流
、
や
 

き
も
の
と
文
化
の
ま
ち
赤
池
」
を
目
指
 

し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
 

く
り
を
六
つ
の
柱
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
 

①
 
基
盤
整
備
 

②
 
生
活
環
境
 

③
 
産
業
の
振
興
 

④
 
保
健
医
療
福
祉
 

⑤
 
教
育
文
化
 

⑥
 
人
づ
く
り
、
ま
ち
つ
 

まちづくりの基本理念 

施策の体系 

21世紀に向けてのまちづくりの基本方向 まちづくりの主要テーマ 

地域の特性をいかした合理 

理的土地利用の促進 

総合的な交通体系の確立 

水需要の増大に対する水資 

源の開発 

①21世紀の赤池町の 

骨格形成に向けて 

災害に強い安全なまちづく 

りの推進 

快適で魅力ある地域づくり 

の推進 

豊かな緑と清い水の保全と 

創造 

②安全でうるおいの 

ある生活環境の形 

成に向けて 

⑨本会は、町民の社会生活の安全を守るため自主 

的な防犯体制の確立と防犯思想の普及、宣伝を 

はかり警察と一体となった防犯活動を推進し、 

各種犯罪の防止に努めることを目的とする。 

⑥本会は目的を達成するため次の事業を行う。 

1，防犯思想の普及、宣伝 

2，防犯対策等の調査、研究 

3，青少年の不良化防止及び補導育成 

4，地域が行う防犯活動に対する指導援助及び防犯 

相談に関すること 

5，暴力追放に関すること 

6，その他必要な防犯施策 

※赤池町防犯推進委員会会則より 

総合的な産業振興の推進 

農業の高度化、ソフト化の 

推進 

既存製造業の振興、新規製 

‘造業の育成と導入による総 

合的工業振興 

極め細かなサービスによる 

魅力ある商業地区の形成 

観光客のニーズの変化を把 

えた多様な観光の振興 

③活力ある産業基盤 

の形成に向けて 

積極的、自主的健康づくり、 

健康管理の推進 

広域圏での総合的医療シス 

テムの充実 

地域福祉の充実 

社会保障制度の適正運用 

④健康で安心して暮 

せる社会の形成に 

向けて 

警
察
官
の
方
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
続
き
、
 

手
に
く
‘
プ
ラ
カ
ー
ド
や
手
づ
く
り
の
 

「
暴
力
追
放
」
と
書
い
た
 
「
傘
」
な
ど
 

を
も
ち
町
内
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
町
民
 

会
館
前
で
は
、
手
に
も
っ
た
風
船
を
『
 

暴
力
』
に
見
立
て
 
「
出
て
い
け
万
【
」
 
と
 

ば
か
り
に
大
空
へ
飛
ば
し
ま
し
た
。
ま
 

た
「
も
ち
つ
き
」
も
行
わ
れ
、
町
民
の
 

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
キ
ネ
を
も
ち
、
 

「
暴
力
絶
滅
」
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

決
 
議
 
事
 
項
 

、
ゆ
す
り
た
か
り
等
地
域
住
民
の
生
 

活
を
侵
害
す
る
迷
惑
行
為
は
、
絶
対
 

許
さ
な
い
。
 

、
暴
力
団
は
勿
論
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
 

犯
罪
を
断
固
絶
滅
す
る
 

、
暴
力
関
係
者
に
対
す
る
便
宜
供
与
 

の
拒
否
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
癒
着
 

を
断
ち
切
る
 

、
暴
力
関
係
者
に
は
、
い
か
な
る
名
 

目
を
問
わ
ず
一
切
の
資
金
を
出
さ
な
 

い
 

一
、
暴
力
団
の
資
金
源
と
な
る
覚
せ
い
 

剤
、
賭
博
な
ど
に
手
を
出
さ
な
い
 

一
、
暴
力
関
係
者
に
、
・
債
券
の
取
り
立
 

て
な
ど
民
事
相
談
は
一
切
し
な
い
 

一
、
暴
力
に
関
す
る
情
報
は
、
ど
ん
な
 

小
さ
な
事
で
も
警
察
へ
通
報
す
る
 

一
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
行
為
を
絶
滅
し
明
 

か
る
く
住
み
よ
い
地
域
、
赤
池
を
建
 

設
し
よ
う
 

以
上
決
議
す
る
 

住民の心の依りどころとな 

る地域社会の創造 

個性を尊重し自主性、創造 

性を育む教育の推進 

だれもが気軽に参加出来る 

開かれた社会教育、社会体 

育活動の充実 

⑥豊かな心で21世紀 

を担う人づくりに 

向けて 

麻薬事犯取締り月間 L 覚せい剤

住民の知恵、意思を反映す 

る行政への参加システムの 

確立 

広域圏が一体となって発展 

するための積極的協力関係 

の確立 

総合的かつ計画的、効率的 

な行財政運営の推進 

⑧着実なまちづくり 

の推進に向けて 

対話と協調 

性 個 

力 活 

①対話と協調で推 

進する住み良い 

まちづくり 

②個性を生かした 

誇り高いふるさ 

とづくり 

③生き生きと安心 

して暮せる活力 

ある経済的基盤 

づくり 

緑
と
清
流
、
や
き
も
の
と
文
化
の
ま
ち
赤
池
 

春の全国火災予防運動 28日～3月13日 
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児童手当 

一＝少し変わりました＝= 
手続は急いで．ク (3月31日まで） 

* ⑩ 
' 

・ 」 

昭和62年雀月1日から I 
、 

昭和61年6月I日から 

昭和62年4月1日現在18歳 

未満のお子さんを2 人育て 

ている家庭が対象となりま 

す。ただし、 2 人目のお子 

さんは昭和58年4月2日以 

降に生まれた児童に限られ 

対象となる家庭には月額で 

2500円の児童手当が支給さ 

れます。 
なお3人目以降のお子さん 

にっいては昭和62年4月1 

日現在で満9歳未満までの 

方が月額5000円支給されま 

す。 

昭和61年6月1日現在18歳 

未満のお子さんを2 人育て 

ている家庭が対象となりま 

す。 ただし、 2 人目のお子 

さんは昭和59年6月2日以 

降に生まれた児童に限られ 

対象となる家庭には月額で 

2500円の児童手当が支給さ 

れます。 
なお3 人目以降のお子さん 

にっいては義務教育終了前 

まで月額5000円支給されま 

す。 

「私の家庭は該当するかな？」「ちょっとわかりにくいなあー」 

そう思ったら遠慮なんかせず、役場福祉係へ問い合わせて下さ 

い。 又新らしく該当する家庭は申請をしなければ資格ができま 

せ ん。 

3 月31日の期日まで 「時間はまだある」 なんて思わず、今すぐ 

役場へ。 公28- 2 0 0 4（内線49,50番） 

昭和60年度 

決算状況 
借 金を返す お金がf大きい 

業撃監2億引06万円 くやu、ところです そこが 
 、 昭和60年度各特別会計の決算状況（単位・千円） 

一 \ 

1更纏48億3,119万円 
区 分 歳 太 歳 轟 差 引 額 累 積 額 

t 町立病院事業 556,685 552,620 4,065 450,975 

国民健康保険f 
事業 430,957 430,697 260 

/// 

上水道事業 217,618 207,220 10,398 360,930 

住宅新築資金 
等貸付事業 462,765 500,640 △3 7,875 / 

ー／一一／ 

老人保健事業 628,127 632,393 △ 4,266 / 
お役に立って 

います 
簡易保険・郵便年金 

伏原支所集会所建設費の 

うちの1210万円などは、み 

なさんが加入している郵便 

局の簡易保険や郵便年金の 

積立金の1部が融資され、 

豊かな町づく りのため活用 

されています。 

ト伏原集会所建設事業ぐ 
ノ (2,229万円、うち県費補助金6,225万円、 

ノ 、起債1,210万円、一般財源397万円 ノ 

無-c 億13万円 二（無計＋蕊資 
17億3,531万円 

9億458万円 

' 6億770万円 

5億1,602万円 

3億1,769万円 

2億6,107万円 

2億3,894万円 

1億8,758万円 

6,230万円 

建設事業費 地方交付税 

費
 

費
 

債
 

件
 

ハム 

人
 

国庫支出金 

債
 

方
 

地
 

出資金・貸付金 県支出金 

費
 

等
 

費
 

金
 

他
 

助
 

覧
 

件
 

度
充
 

の
 

扶
 

補
 

物
 

前
 

そ
 

補助費等 

入
 

入
 

収
 

収
 

税
 

諸
 

財産収入 

繰
用
 

年
上
 

分担金・負担金 

他
 

の
 

そ
 

16億8, 948万円 
《

‘

'

l

 

り相億3,733万円 

、

‘

く

、

 

7億9,080万円 

3億5, 142万円 , 

2億9,634万円！ 

、 

1億4,922万円 ノ

6,626万円 

1億1,156万円 
・ 

1億772万円 × 
議会だより 昭

和
六
十
一
年
第
九
回
十
二
月
定
例
 

町
議
会
は
、
十
二
月
十
二
日
か
ら
二
十
 

二
日
ま
で
十
一
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
 

昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定
 

議
案
、
追
加
議
案
な
ど
十
三
の
議
案
が
 

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
 

た。 ま
た
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
 

が
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
 

決
算
 

⑥
昭
和
六
十
年
度
特
別
会
計
国
民
健
康
 

保
険
歳
入
歳
出
決
算
 

⑥
昭
和
六
十
年
度
特
別
会
計
赤
池
町
住
 

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
歳
入
歳
出
 

決
算
 

⑥
昭
和
六
十
年
度
特
別
会
計
赤
池
町
老
 

人
保
健
歳
入
歳
出
決
算
 

以
上
四
つ
の
決
算
に
つ
い
て
は
別
表
 

の
と
お
り
 

⑥
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
 

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
協
 

議
ー
一
部
事
務
組
合
の
加
入
及
び
解
 

散
に
よ
る
脱
退
並
び
に
名
称
の
変
更
届
 

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
規
約
の
一
部
を
 

変
更
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
年
度
定
例
事
務
監
査
の
結
 

果
報
告
ー
行
政
事
務
監
査
の
結
果
が
 

監
査
委
員
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
中
尾
（
西
町
）
地
区
道
路
路
肩
整
備
 

に
関
す
る
請
願
ー
産
建
委
員
会
に
付
 

託
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
松
本
町
一
組
北
側
水
路
の
上
蓋
取
付
 

け
に
つ
い
て
の
請
願
ー
産
建
委
員
会
 

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
生
活
保
護
の
級
地
差
を
拡
大
・
細
分
 

化
に
反
対
す
る
意
見
書
採
択
に
関
す
 

る
請
願
ー
生
活
と
健
康
を
守
る
会
田
 

川
支
部
（
以
下
2

つ
の
請
願
も
出
さ
れ
 

ま
し
た
）
よ
り
生
活
保
護
の
級
差
地
を
 

現
行
よ
り
拡
大
・
細
分
化
し
な
い
よ
う
 

請
願
が
出
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑥
義
務
教
育
の
事
務
職
員
と
栄
養
士
の
 

国
庫
負
担
廃
止
に
反
対
す
る
意
見
書
 

採
択
に
関
す
る
請
願
ー
義
務
教
育
国
 

庫
負
担
法
に
よ
る
事
務
職
員
と
栄
養
士
 

の
国
庫
負
担
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
地
方
 

の
負
担
は
増
大
、
学
校
教
育
の
水
準
の
 

低
下
、
ま
た
、
父
母
の
負
担
も
増
加
す
 

る
旨
の
請
願
が
な
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
 

た
 。

 

⑥
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
削
減
に
 

反
対
す
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る
請
 

願
l
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
は
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
ー
総
合
住
宅
用
地
汚
水
処
 

理
施
設
の
汚
水
管
布
設
工
事
や
、
職
員
 

の
給
与
改
定
に
伴
う
補
正
な
ど
が
お
も
 

な
も
の
で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
 

ー
五
千
百
四
十
二
万
五
千
円
の
追
加
補
 

正
で
、
予
算
総
額
四
億
七
千
十
八
万
円
 

と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
国
会
で
の
法
 

律
改
正
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
老
人
 

医
療
費
拠
出
金
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
 

で
す
。
 

⑥
昭
和
六
十
一
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
特
別
会
計
補
正
予
算
ー
市
場
配
水
 

池
下
の
送
配
水
管
の
布
設
替
工
事
で
あ
 

り
当
初
は
単
独
事
業
の
予
定
が
補
助
事
 

業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
職
員
、
な
ら
び
に
単
純
な
労
 

務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
条
 

例
の
一
部
改
正
ー
人
事
院
勧
告
に
よ
 

る
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
 

職
員
の
給
与
の
引
き
上
げ
に
伴
う
条
例
 

の
改
正
で
す
。
 

⑨
赤
池
町
教
育
委
員
の
選
任
ー
現
委
員
 

の
定
数
に
欠
員
が
生
じ
！
て
い
る
た
め
、
 

今
回
新
ら
し
く
、
上
野
二
八
四
六
番
地
 

加
治
馨
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
 

＠
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
共
同
設
置
 

規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
る
協
議
ー
 

田
川
市
、
川
崎
町
清
掃
施
設
組
合
が
、
 

田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
へ
加
入
し
た
 

た
め
規
約
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
 

す。 
毎
年
切
り
下
げ
ら
れ
、
保
険
料
、
税
の
 

値
上
げ
が
加
入
者
の
く
ら
し
を
圧
追
し
 

て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
国
庫
負
担
を
 

削
減
し
な
い
よ
う
、
ま
た
大
幅
に
ふ
や
 

す
べ
き
だ
と
の
請
願
が
な
さ
れ
採
択
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

⑥
昭
和
六
十
ニ
年
度
ご
み
収
集
運
搬
手
 

数
料
に
関
す
る
陳
情
ー
厚
生
委
員
会
 

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
 

⑨
治
山
、
治
水
事
業
予
算
確
保
に
関
す
 

る
意
見
書
（
案
）
の
提
出
ー
赤
池
町
 

内
の
護
岸
危
険
箇
所
、
浸
水
家
屋
、
冠
 

水
田
な
ど
多
数
あ
り
、
 
一
級
河
川
遠
賀
 

川
水
系
彦
山
川
支
流
の
福
智
川
の
改
修
 

は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
 

こ
で
次
の
こ
と
が
議
員
提
案
と
し
て
出
 

さ
れ
、
採
択
さ
れ
、
関
係
各
省
庁
へ
提
 

出
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
昭
和
六
十
二
年
度
を
初
年
度
と
し
第
 

七
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
を
策
定
 

す
る
こ
と
 

〇
昭
和
六
十
二
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
 

事
業
に
必
要
な
額
を
確
保
す
る
こ
と
 

〇
治
水
事
業
、
水
源
山
地
の
整
備
を
強
 

力
に
推
進
す
る
た
め
、
必
要
財
源
を
 

確
保
す
る
こ
と
 

成人病予防週間 1日～7日 2月は消ェネルギー月間です 



(7) (6) 

成人式 男52人 女66人 計118人 昨
年
十
二
月
二
十
二
日
付
で
教
育
長
 

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
浦
田
弘
二
で
ご
 

ざ
い
ま
す
。
教
育
行
政
に
つ
き
ま
し
て
 

は
、
全
く
の
素
人
で
す
が
、
何
か
郷
土
 

の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
一
念
か
ら
 

我
が
身
の
浅
学
非
才
を
省
み
ず
、
や
ら
 

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

か
つ
て
十
余
年
程
外
か
ら
赤
池
町
を
 

見
つ
め
る
生
活
を
送
っ
た
こ
と
が
ご
ぎ
 

い
ま
す
が
、
そ
の
時
、
私
な
り
に
感
じ
 

と
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
職
務
を
 

遂
行
し
て
い
く
上
で
少
し
で
も
反
映
で
 

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

ご
承
知
の
よ
う
に
、
教
育
を
と
り
ま
 

く
情
勢
は
、
ま
さ
に
刻
々
と
変
化
し
つ
 

つ
あ
り
ま
す
。
加
え
て
当
町
の
置
か
れ
 

て
い
る
厳
し
い
状
況
も
あ
り
、
関
係
各
 

位
の
皆
さ
ま
方
を
は
じ
め
住
民
の
皆
さ
 

ま
方
と
共
に
手
を
携
え
て
、
よ
り
健
全
 

な
次
代
を
造
り
上
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
 

な
い
と
存
じ
て
い
ま
す
。
 

児
童
・
生
徒
た
ち
に
基
礎
学
力
を
し
 

っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
勿
 

論
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
 

時
代
は
知
識
や
教
養
と
い
っ
た
知
的
蓄
 

積
の
評
価
に
比
し
て
、
個
人
の
有
す
る
 

徳
望
い
わ
ゅ
る
人
間
性
に
対
す
る
評
価
 

は
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ
た
未
 

来
予
測
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
心
の
教
育
 

人
間
性
を
高
め
る
教
育
に
力
点
を
注
い
 

で
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
も
 

当
町
の
将
来
設
計
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
 

住
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
を
得
な
が
 

ら
、
自
立
・
自
助
の
精
神
的
風
土
造
り
 

を
推
進
し
て
参
る
つ
も
り
で
す
。
 

私
の
座
右
の
銘
で
あ
る
「
百
尺
竿
頭
 

一
歩
を
進
む
」
を
更
に
肝
に
銘
じ
て
、
 

最
後
の
一
工
夫
を
忘
れ
ず
職
務
に
精
励
 

す
る
所
存
で
す
。
 

ど
う
か
、
今
後
の
ご
指
導
、
ご
協
力
 

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
簡
単
で
は
 

ご
ざ
い
ま
す
が
、
就
任
の
挨
拶
に
か
え
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

略
 
歴
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ママvv
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お
年
寄
り
、
子
供
の
た
め
に
 

「
こ
の
交
差
点
は
、
赤
信
号
に
変
わ
 

る
直
前
に
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
突
こ
 

ん
で
く
る
車
が
多
い
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
 

も
っ
と
気
を
付
け
て
運
転
し
て
く
れ
な
 

く
て
は
事
故
も
減
ら
な
い
よ
」
 

こ
う
言
っ
て
い
る
の
は
、
毎
日
ノ
、
 

赤
池
派
出
所
横
で
交
通
安
全
の
た
め
立
 

ち
続
け
て
い
て
下
さ
っ
て
い
る
、
赤
池
 

中
町
の
岩
城
辰
身
さ
ん
（
 72 

）。 

「
そ
り
ゃ
私
も
生
身
の
人
間
、
ま
し
 

ト 「夢よ大空ノ＼高くより高く」 ぐ 

新
成
人
を
代
表
し
て
宵
垂
「
す
る
 

‘
 

繁
永
貴
仁
さ
ん
 

て
も
う
ト
シ
も
だ
い
ぶ
ん
い
っ
て
い
る
 

し
、
き
つ
い
な
ー
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。
 

で
も
年
寄
り
や
子
供
の
た
め
、
そ
う
考
 

え
る
と
立
た
ず
に
い
ら
れ
な
い
ん
だ
」
 

こ
ん
な
岩
城
さ
ん
に
、
一
昨
年
の
「
タ
 

イ
ツ
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
引
き
続
き
昨
年
 

は
「
チ
ョ
ッ
キ
」
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

「
名
前
も
書
い
て
な
く
て
、
た
だ
「
頑
 

張
っ
て
下
さ
い
』
と
だ
け
書
か
れ
て
あ
 

る
ん
だ
。
女
性
の
字
み
た
い
だ
け
ど
」
。
 

、レ 

下
田
川
四
カ
町
 

消
防
出
初
式
 

ト
町
長
表
彰
代
表
三
木
英
彦
さ
ん
 

‘
親
子
消
防
団
員
の
鎧
讐
競
 

◆
参
加
者
ー
二
百
二
十
三
人
 

（
町
内
六
十
七
人
）
 

ー
赤
池
町
内
の
人
で
 

3
位
以
内
の
人
 
廿
 

〇
中
学
女
子
3

』
の
部
 

2
位
 
村
上
美
樹
 

3
位
 
井
上
 
文
 

〇
高
校
、
青
年
女
子
3

血
の
部
 

3
位
 

田
中
伸
子
 

岩
城
さ
ん
万
【
匿
名
の
人
だ
け
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
本
当
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
 

新
春
恒
例
、
下
田
 

川
四
カ
町
連
合
消
防
 

出
初
め
式
が
、
 

一
月
 

十
一
日
岡
金
田
小
学
 

校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
 

臓
三
え
撫
 

れ
ま
し
た
。
 

m
，ザ 

当
日
は
昨
年
の
出
 

初
め
式
と
は
打
っ
て
 
か・ 

変
わ
り
、
朝
か
ら
ポ
 

カ
ノ
、
陽
気
。
す
こ
 

『

一

 

し
ば
か
り
気
も
緩
み
 

が
ち
に
な
る
の
で
は
、
耳
・
 

警
 
轍
城
 

ん
 

一
さ
 

」

 

麟
 

『
い
ノ
 

限
 

く
 

づ
 

つ
 

の
 

体
 

身
 

の
 

に
 

と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
普
段
の
鍛
 

錬
の
た
ま
も
の
、
点
検
、
行
進
と
式
典
 

が
続
く
な
か
始
終
規
律
あ
る
熊
度
で
、
 

消
防
マ
ン
の
心
意
気
を
披
ろ
う
し
ま
し
 

た。 赤
池
町
関
係
で
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

【
県
知
事
感
謝
状
】
増
田
栄
、
河
崎
義
美
、
 

永
末
正
美
。
 

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
 

村
上
敏
美
、
敷
石
悟
、
武
末
昭
一
、
相
 

原
時
雄
、
早
谷
克
粘
（
以
上
優
良
団
員
）
 

〇
一
般
女
子
の
部
 

1
位
 

井
上
富
恵
 

2
位
 

山
田
順
子
 

3
位
 

長
野
美
智
代
 

』「
 

ト
教
育
巨
 が

 
h敏
煽
 

以、 

』元 
一走刀 

《鯛一「 

昭
和
 46 

年
3
月
 

昭
和
 47 

年
3
月
 

昭
和
 54 

年
1
月
 

昭
和
 61
 

年
4

月
 

昭
和
 61 

年
 12 

月
 

早
稲
田
大
学
経
済
学
 

部
卒
業
 

故
田
中
六
助
氏
公
設
 

秘
書
 

福
岡
県
田
川
郡
町
村
 

会
総
務
課
長
就
任
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
 

委
員
 

赤
池
町
教
育
長
に
就
 

任
 

三
一
三
三
三
「
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
 

こ
ん
な
と
き
届
出
が
必
要
で
す
 

新
年
金
制
度
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
 

歳
ま
で
の
誰
も
が
国
民
年
金
に
加
入
し
 

て
、
加
入
者
の
全
員
が
国
民
年
金
か
ら
 

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
し
く
み
で
す
。
 

加
入
者
は
保
険
料
を
納
め
る
方
法
の
 

ち
が
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
次
の
三
種
類
 

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

①
第
一
号
被
保
険
者
廿
二
十
歳
か
ら
六
 

十
歳
未
満
の
自
営
業
等
の
人
と
そ
の
家
 

o

族
（
第
二
号
⑧
・
第
三
号
⑩
以
外
の
人
 

は
全
員
）
②
第
二
号
被
保
険
者
廿
厚
生
 

年
金
な
ど
の
加
入
者
③
第
三
号
被
保
険
 

者
ー
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て
い
 

る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未
満
の
妻
 

結
婚
、
就
職
、
退
職
な
ど
、
人
生
の
 

節
目
、
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
つ
 

ど
国
民
年
金
の
加
入
種
別
も
変
わ
り
ま
 

す
。
こ
れ
を
被
保
険
者
の
種
別
変
更
と
 

い
い
ま
す
。
こ
う
し
た
種
別
変
更
が
あ
 

っ
た
と
き
は
、
国
民
年
金
係
に
届
出
す
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

J
ノ
 武

末
義
輝
、
木
下
繁
、
安
延
 

く
 
友
利
、
矢
山
丑
彦
、
奥
永
優
 

団
 
二
、
奥
永
栄
一
、
小
松
君
雄
、
 

削
 
小
源
寺
一
正
、
北
川
勝
、
柴
 

綱
 
田
武
巳
、
沖
野
博
一
、
永
末
 

赤
 
正
美
、
増
田
栄
、
河
崎
義
美
、
 

進
 
太
田
旭
、
小
島
京
二
、
小
松
 

一丁 餅
 
文
夫
、
香
月
昌
憲
、
城
野
博
 

勤
 
憲
、
立
花
政
昭
、
亀
谷
徳
光
、
 

ト
 
有
吉
敬
介
、
政
光
重
敏
、
田
 

口
義
春
（
以
上
永
年
勤
続
）
 

城
野
豊
文
、
城
野
豊
三
、
市
 

川
泰
雄
、
市
川
克
博
、
小
島
京
二
、
小
 

島
紳
、
太
田
旭
、
太
田
暢
哉
、
小
松
篤
 

生
、
小
松
広
之
（
以
上
親
子
表
彰
）
亀
 

谷
徳
光
、
亀
谷
俊
政
、
奥
永
優
二
、
奥
 

永
栄
一
、
今
川
具
行
、
今
川
義
幸
、
小
 

松
文
夫
、
小
松
節
夫
、
小
源
寺
一
正
、
 

小
源
寺
正
文
（
以
上
兄
弟
表
彰
）
【
県
消
 

防
協
会
田
川
支
部
長
表
彰
】
原
田
登
、
 

浦
田
末
春
【
町
長
表
彰
】
松
葉
保
彦
、
 

立
花
尚
治
、
三
木
英
彦
、
本
田
弘
士
、
 

武
末
剛
、
平
元
一
三
、
森
田
孝
幸
 

▲「それいけ」 

鷲。；に、こ。破ミ掌 

濫 股 

俳
旬
雑
考
⑦
 

三
木
春
翁
 

〇
野
に
ひ
と
り
出
で
て
拝
み
ぬ
 

初
日
の
出
 

〇
神
梯
の
加
護
に
傘
寿
の
春
迎
ふ
 

曽
て
私
は
初
日
の
出
を
拝
ん
だ
記
憶
 

が
な
い
。
今
年
は
是
非
見
た
い
と
日
頃
 

の
朝
寝
と
、
寒
が
り
を
克
服
し
て
元
日
 

の
朝
七
時
十
五
分
頃
赤
池
橋
へ
一
人
で
 

出
て
行
っ
た
。
折
り
し
も
香
春
岳
の
南
 

寄
り
に
小
波
の
よ
う
な
雲
が
初
茜
で
赤
 

く
染
ま
っ
て
い
た
。
 

私
は
初
日
は
福
智
山
脈
の
香
春
岳
寄
 

り
位
の
位
置
か
ら
出
る
だ
ろ
う
と
少
し
 

赤
く
な
っ
た
そ
の
方
を
見
て
い
た
が
、
 

ふ
と
気
付
く
と
初
茜
の
雲
の
下
か
ら
初
 

日
が
顔
を
出
し
初
め
た
。
初
日
は
見
る
 

見
る
大
き
く
な
り
、
金
塊
を
溶
か
し
た
 

よ
う
に
輝
い
て
、
新
年
を
祝
福
す
る
か
 

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
 

私
は
初
日
に
合
掌
し
礼
拝
し
た
。
何
 

と
も
美
し
く
荘
巌
な
情
景
で
あ
っ
た
。
 

初
日
は
や
が
て
又
雲
間
に
入
り
数
分
の
 

後
完
全
に
丸
い
黄
金
の
姿
を
現
わ
し
た
。
 

赤
池
で
生
れ
、
赤
池
で
育
っ
た
私
は
 

香
春
岳
よ
り
南
か
ら
日
出
が
あ
る
と
夢
 

想
だ
に
し
な
か
っ
た
。
 

（
こ
の
初
日
の
出
を
、
息
子
と
孫
娘
 

二
人
は
福
智
山
頂
で
拝
ん
で
い
た
。
 

私
は
山
頂
を
仰
ぎ
見
た
が
、
人
の
動
 

く
気
配
は
見
え
な
か
っ
た
。
）
 

〇
硬
山
の
雲
に
日
に
入
る
冬
至
か
な
 

冬
至
に
は
、
太
陽
は
最
も
南
に
寄
り
、
 

弁
城
川
畔
か
ら
見
る
と
、
硬
山
に
日
が
 

入
る
よ
う
に
な
る
。
夏
に
は
塵
芥
処
理
 

場
よ
り
更
に
北
の
方
へ
日
が
入
る
。
 

俳
句
を
始
め
た
頃
、
夏
至
の
入
日
が
 

思
わ
ぬ
北
方
に
あ
る
の
に
驚
い
た
記
憶
 

が
あ
る
。
勿
論
、
日
の
出
も
日
没
も
見
 

る
角
度
や
位
置
に
よ
っ
て
多
分
に
相
違
 

が
あ
る
が
。
 

虚
子
の
俳
旬
に
太
陽
が
西
か
ら
出
た
 

と
詠
っ
た
句
が
あ
る
が
、
見
知
ら
ぬ
土
 

地
に
行
っ
て
、
う
か
つ
に
し
て
い
る
と
 

西
東
間
違
え
る
こ
と
も
あ
る
。
 

フ
 

t

“フ 

t
 

一」 

ネ出ン 

》
一
、
ォ
 

》
一
、
オ
・
し
「
（
J
、 

老
人
ホ
ー
ム
 

松
本
た
か
し
 

天
 
郷
 
荘
 

〇
日
に
二
三
枚
筆
で
認
む
年
賀
状
 

〇
長
期
入
院
続
々
退
院
暮
る
、
年
 

〇
特
老
へ
転
園
す
る
人
年
越
さ
ん
 

〇
古
都
よ
り
の
宅
便
届
く
年
の
暮
 

〇
歳
末
に
夏
山
師
梯
前
参
り
け
り
 

〇
久
々
に
本
堂
拝
す
年
の
暮
 

〇
和
む
な
る
庫
裏
で
の
雑
談
年
措
し
む
 

〇
プ
ロ
よ
り
も
ア
マ
の
熱
演
忘
年
パ
ー
 

テ
ィ
ー
 

〇
暮
慰
問
意
気
な
振
り
付
け
魅
力
な
舞
 

い
く
と
し
 

〇
行
年
や
無
事
な
る
我
が
身
有
り
難
し
 

建国記念日 所得税の確定申告 16日～3月16日まで 



(8) 

健
康
教
室
⑤
 

ー
糖
尿
病
に
つ
い
て
 

赤
池
町
立
病
院
内
科
 

鷹
瀬
 
憲
治
 

今
回
は
、
糖
尿
病
で
一
番
お
そ
ろ
し
 

い
合
併
症
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
 

ポ
イ
ン
ト
7
1
糖
尿
病
と
合
併
症
 

糖
尿
病
は
治
療
を
お
こ
た
っ
て
い
ま
 

す
と
、
糖
尿
病
そ
の
も
の
に
よ
る
症
状
 

異
常
の
ほ
か
に
、
い
ろ
い
ろ
な
余
病
が
 

お
こ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
余
病
の
こ
と
 

を
合
併
症
と
言
い
ま
す
。
 

合
併
症
に
は
、
糖
尿
病
に
特
有
な
目
 

や
腎
臓
・
神
経
の
病
気
や
、
脳
や
心
臓
 

足
の
動
脈
硬
化
、
そ
し
て
全
身
の
感
染
 

症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

ー
、
糖
尿
病
と
眼
 

ョ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
 

失
明
の
原
因
の
第
一
位
は
糖
尿
病
で
す
。
 

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
失
明
原
因
の
上
 

位
に
糖
尿
病
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
糖
尿
病
に
よ
る
目
の
病
気
の
う
ち
 

も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
、
眼
球
の
内
 

側
に
あ
る
網
膜
に
お
こ
る
糖
尿
病
性
網
 

膜
症
で
す
。
糖
尿
病
に
な
っ
て
、
五
年
 

以
上
の
患
者
さ
ん
に
多
く
み
ら
れ
、
十
 

年
以
上
の
患
者
さ
ん
の
五
十
％
に
、
一
一
 

十
年
以
上
の
患
者
さ
ん
に
な
る
と
、
な
 

ん
と
八
十
％
の
人
の
目
に
こ
の
合
併
症
 

畦お元気ですか ⑦ 
保健婦ですョ 

献血で健康チェックを 
， 体の調子を調べてみたいが、わざわざ 

誉 病院まで行って受けるのもおっくうだと 

曹 いう不精な方や、病院嫌いの方に耳寄り 

貧 のおはなしZノ 

営 献血をしてみませんか？時間もわずか 

，三今讐B烹クます熱学付llから献血し ボ奄勺よ じ乙Uソブ“と刀’刀’‘ノ よせノ1/o 

まず血圧を測定し、貧血がないか血液 

比重をみます。 献血された血液は血液セ 

ンターで輸血用血液として安全かどうか 

を確認する為、種々の検査を行いますが 

その結果を個人に通知してくれるという 

わけです。 

まずは血液型 

判定、コレステ 

ロール、貧血検 

査、肝臓機能や 

腎機能検査の結 

果がわかります 

し、最近騒がれ 

ているエイズか 

g .18オ以上で体重50kg以上 ら梅毒、B型肝 
貫 あれば40（〕ii2献血出来ます。 炎まで検査され 

連絡してくれます。検診を受けるつもり 

で、是非この機会に献血をされ、結果を 
名童I嘉管理に私，ウマ’てみマーl 士L、かhf ブ、1 レ 

葡；。保糸箔信のあ云茄、4~Om i証 
， も挑戦してみて下さい。 

§ レ日時／2月27日（釘 

費 レ場所／ンョソピングセンター赤池 （10時 

管 -13時）役場前（14時～16時） 

宮 ※くわしくは回覧板でお知らせします。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
河
本
清
信
（
北
町
）
〇
伊
丹
 

虎
男
（
伏
原
）
〇
佐
藤
シ
ズ
（
赤
池
ニ
ュ
 

ー
タ
ウ
ン
）
〇
市
津
一
明
（
松
本
1

）以 

上
1
月
 19 

日
現
在
4
件
で
九
万
円
で
す
。
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
松
本
商
店
廿
 

10 

口
〇
森
千
代
子
（
上
谷
）
1
5

口
〇
守
 

田
慶
子
（
西
町
）
1
5

口
〇
加
来
安
子
（
 

市
場
保
育
所
方
城
町
）
1
1

口
 

【
寄
附
】
崎
山
国
男
（
上
野
病
院
）
ー
百
 

万
円
〇
竹
城
孝
子
ー
古
切
手
m
枚
〇
匿
 

名
の
方
廿
古
切
手
m
枚
 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

【
賛
助
会
費
】
柴
政
建
設
、
中
辰
組
、
香
 

月
建
設
、
亀
谷
組
、
平
川
建
設
、
山
幸
 

建
設
、
峯
建
設
、
立
花
組
、
高
林
工
務
 

店
、
新
田
川
商
運
、
水
永
康
雄
、
立
花
杉
 

⑨
 
夫
、
高
林
厚
、
水
永
雄
、
立
花
義
樹
、
 

が
み
ら
れ
る
の
で
す
。
網
膜
症
は
、
ま
 

ず
眼
球
内
部
に
豊
富
な
細
い
血
管
で
あ
 

る
毛
細
血
管
に
コ
ブ
が
で
き
た
り
、
出
 

血
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
出
 

血
を
繰
り
返
し
や
が
て
大
出
血
（
網
膜
 

出
血
ま
た
は
眼
底
出
血
と
い
う
）
や
網
 

膜
剥
離
を
お
こ
し
つ
い
に
は
失
明
し
て
 

し
ま
う
病
気
な
の
で
す
。
ま
た
目
の
レ
 

ン
ズ
（
水
晶
体
と
い
う
）
が
白
く
濁
っ
 

て
く
る
白
内
障
（
し
ろ
そ
こ
ひ
）
も
正
 

常
の
人
に
較
べ
る
と
、
五
年
か
ら
十
年
 

位
い
早
く
起
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

2
、
糖
尿
病
と
腎
臓
 

腎
臓
は
お
し
っ
こ
（
尿
）
を
つ
く
る
 

大
事
な
内
臓
で
す
が
、
糖
尿
病
に
な
っ
 

て
十
年
以
上
た
つ
と
腎
臓
の
毛
細
血
管
 

が
や
ら
れ
、
ま
ず
尿
の
中
に
蛋
白
が
出
 

る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
徐
々
に
腎
臓
 

の
働
き
が
悪
く
な
り
高
血
圧
や
全
身
の
 

む
く
み
が
お
こ
り
、
つ
い
に
は
尿
を
つ
 

く
れ
な
く
な
っ
て
、
は
き
気
や
唱
吐
・
 

下
痢
・
意
識
障
害
な
ど
の
尿
毒
症
を
き
 

た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
 

透
析
と
い
う
人
工
腎
臓
を
使
っ
た
治
療
 

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
 

糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
死
因
の
う
ち
十
六
 

ー
二
十
％
は
腎
臓
病
に
よ
る
も
の
な
の
 

で
す
。
 

3
、
糖
尿
病
と
神
経
障
害
 

神
経
は
触
覚
や
温
度
・
痛
み
な
ど
を
 

知
る
大
事
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
が
、
 

糖
尿
病
の
初
期
か
ら
こ
の
神
経
の
障
害
 

は
お
こ
り
ま
す
。
手
足
の
指
の
し
び
れ
 

感
、
ジ
ン
ジ
ン
・
ビ
リ
ビ
リ
感
、
痛
み
 

の
出
現
、
そ
の
ほ
か
め
ま
い
・
立
ち
く
 

ら
み
、
下
痢
・
便
秘
、
汗
の
異
常
、
性
 

欲
減
退
な
ど
も
神
経
障
害
と
し
て
お
こ
 

っ
て
き
ま
す
。
 

4
、
糖
尿
病
と
動
脈
硬
化
 

動
脈
硬
化
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
 

ど
の
原
因
と
し
て
大
変
や
っ
か
い
な
病
 

気
で
す
が
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
、
正
 

常
の
人
に
比
べ
、
動
脈
硬
化
が
お
こ
り
 

や
す
く
、
程
度
も
進
み
ぐ
あ
い
も
ひ
ど
 

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
足
の
動
 

脈
硬
化
が
進
み
、
足
の
壊
死
を
お
こ
す
 

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

5
、
糖
尿
病
と
感
染
症
 

歯
そ
う
の
う
ろ
う
、
肺
炎
、
腎
孟
炎
、
 

勝
肌
炎
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
り
や
す
 

く
、
ま
た
治
り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

い
軸
v
い
田
伽
・
N
v
い
り
研
・
か
研
・
N
v
い
N
v
い
軸
v
い
軸
v
研・Nv
い
軸
v
硫・Nv
い
か
研
・
N
v
暗
雨
 

上
田
政
勝
、
長
谷
川
政
義
、
日
高
進
、
 

谷
富
次
、
中
村
雅
敏
、
日
高
邦
夫
、
吉
 

田
酒
店
、
山
本
家
具
店
、
木
下
電
器
店
、
 

小
島
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
。
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
干
し
柿
2
箱
、
藤
村
商
店
（
上
野
）
 

〇
金
一
封
、
小
松
篤
生
（
上
野
）
〇
清
 

酒
5
升
、
高
林
篤
（
市
場
）
〇
み
か
ん
 

20 

ぬ
、
筑
豊
天
国
社
（
赤
池
）
〇
金
一
 

封
、
藤
村
澄
子
（
上
野
）
〇
金
一
封
、
 

浦
田
サ
ツ
キ
（
赤
池
）
〇
み
か
ん
 10 

ぬ、 

長
野
賢
治
（
上
野
）
〇
餅
 16 

ぬ
、
全
日
 

本
同
和
会
赤
池
支
部
長
久
冨
信
義
（
赤
 

池
）
〇
み
か
ん
 10 

ぬ
、
鎗
商
店
（
直
方
 

市
上
新
入
）
〇
た
ば
こ
馬
個
、
日
本
た
 

ば
こ
産
業
飯
塚
営
業
所
（
飯
塚
市
新
立
 

岩
）
〇
白
菜
 10 

向
、
赤
池
町
老
人
農
園
 

〇
み
か
ん
 20 

ぬ
、
畠
中
仁
後
援
会
（
川
 

崎
町
新
町
）
〇
清
酒
5
升
、
柴
田
保
険
 

事
務
所
（
上
野
）
〇
み
か
ん
 30 

ぬ
、
森
 

田
信
一
 

（
直
方
市
尾
崎
）
 

お
 研
 

× 、、ノノー、 Z 

争
●
v
』r
り
研
 

糖尿病には、合併症がつきものです 

【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 

午前10時～午後3時 

【健康相談日】 

第1火曜日（2月3日） 

【仏教講演会】 

2 月13日因 

午前11時～ 

【休館日】 

2日、 9日、11日 

15日、23日 

【福祉バス運行日】 

休館日を除く毎日 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞台を 

提供します 

 ノ 
※ゲートボール場（ナイター可）も自由にこ利用下さい。 × 
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同
和
問
馨
発
町
ー
ス
 

よ
 

だ
ん
 

へ
ん
け
ん
 

「
予
断
」
と
「
偏
見
」
 

わ
た
し
た
ち
の
職
場
や
地
域
、
学
校
 

う
わ
さ
ば
な
し
 

や
家
庭
の
中
で
、
小
さ
な
噂
話
が
も
と
 

で
お
互
い
の
人
間
関
係
が
こ
わ
れ
、
に
 

く
み
合
い
や
い
さ
か
い
が
起
り
ま
す
。
 

こ
ん
な
と
き
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
 

そ
の
小
さ
な
噂
話
が
当
人
同
士
の
本
心
 

と
は
全
く
無
関
係
な
こ
と
が
よ
く
あ
り
 

ち
ゅ
・
フ
し
ょ
う
 

ま
す
。
第
三
者
の
心
な
い
中
傷
に
よ
っ
 

て
人
と
人
と
が
口
も
き
か
な
く
な
る
の
 

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
 

事
実
を
確
か
め
、
相
手
の
立
場
を
よ
 

く
知
り
、
そ
の
上
で
話
し
合
っ
て
み
れ
 

ば
仲
よ
く
な
れ
る
二
人
が
、
お
互
い
に
 

相
手
に
対
し
て
 
「
予
断
（
前
も
っ
て
判
 

断
す
る
こ
と
。
よ
く
し
ら
な
い
で
決
め
 

つ
け
る
こ
と
。
）
」
 
と
 
「
偏
見
（
か
た
よ
 

っ
た
、
 

一
方
的
な
見
方
や
考
え
方
）
」
 

を
も
ち
、
お
互
い
に
不
幸
に
な
っ
て
い
 

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
よ
う
な
予
断
や
偏
見
を
、
わ
た
 

し
た
ち
は
気
づ
か
な
い
で
持
っ
て
い
ま
 

け
ん
じ
ょ
う
し
ゃ
 

す。 

「
身
体
障
害
者
は
健
常
者
の
よ
う
 

に
は
働
け
な
い
」
 
と
考
え
て
い
る
人
が
 

多
く
、
こ
れ
は
常
識
の
よ
う
に
思
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
そ
う
 

と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に
身
体
 

障
害
者
を
採
用
し
て
い
る
職
場
の
人
た
 

ち
は
、
 

「
自
分
た
ち
が
今
ま
で
も
っ
て
 

い
た
身
体
障
害
者
に
対
す
る
誤
っ
た
認
 

識
（
偏
見
）
を
完
全
に
く
つ
が
え
さ
れ
 

ま
し
た
」
と
お
ど
ろ
き
の
声
で
語
っ
て
 

い
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
 
「
予
断
」
 
と
 
「
偏
見
」
が
、
 

一
方
で
部
落
差
別
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
 

「
部
落
の
者
な
ら
や
り
か
ね
な
い
」
 
と
 

か
 
「
部
落
の
者
は
そ
う
し
た
も
の
だ
」
 

と
い
う
部
落
に
対
す
る
誤
っ
た
見
方
や
 

部
落
差
別
意
識
は
、
こ
う
し
た
「
予
断
 

と
偏
見
」
 
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
こ
と
 

が
多
い
の
で
す
。
 

ど
の
よ
う
な
差
別
で
あ
れ
、
 

「差 

別
」
の
う
ら
に
は
必
ず
「
予
断
」
 

と
「
偏
見
」
が
あ
り
ま
す
。
盲
目
 

の
偉
人
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
女
史
 

は
、
差
別
を
受
け
て
き
た
身
障
者
 

の
立
場
か
ら
次
の
よ
う
に
告
発
し
 

て
い
ま
す
。
 

「
身
体
障
害
者
が
も
つ
身
体
の
障
 

害
は
、
確
か
に
不
自
由
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
不
幸
な
の
 

で
は
な
い
。
世
の
中
の
偏
見
と
差
 

別
が
、
わ
た
し
た
ち
を
不
幸
に
し
 

て
い
る
の
で
す
」
 

と。 
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⑥
憲
法
第
＋
四
条
 

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
 

あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
 

的
身
分
又
は
門
地
（
家
柄
）
に
よ
り
、
 

政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
 

お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
。
 

い
ま
、
民
主
主
義
は
 

わ
た
し
た
ち
は
、
い
ま
、
基
本
的
人
 

権
、
国
民
主
義
、
平
和
主
義
の
三
つ
を
 

柱
と
す
る
日
本
国
憲
法
の
も
と
で
、
人
 

権
を
最
大
に
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
を
 

す
す
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
と
 

は
う
ら
は
ら
に
、
半
封
建
的
な
部
落
差
 

別
意
識
が
わ
た
し
た
ち
の
社
会
の
中
に
 

残
っ
て
、
ま
だ
現
実
に
生
き
て
い
ま
す
。
 

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴
 

史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
形
成
 

さ
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
 

矯
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
】
 

畠
の
集
団
が
、
経
済
的
、
社
会
的
、
 
一 

‘
さ
‘
A
‘
蛇
命
寿
豊
雄
手
”
細
既
菩
汎
い
一
尋
敵
欝
驚
馨
議
撃
難
縄
蒸
糞
舞
‘
事
 

文
化
的
に
低
位
の
状
態
に
お
か
れ
慧
 

と
く
に
、
近
代
社
会
の
原
理
と
し
零
一
 

て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
市
）
一
 

民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保
障
級
鵬
一
 

さ
れ
て
い
な
い
と
い
つ
も
っ
と
慧
 

も
深
刻
に
し
て
重
大
な
社
会
問
題
W

』 

で
あ
る
。
 

《）ー 

．竃 

〔
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
 
「
同
」
”
細
 

和
対
策
審
議
会
答
申
」
よ
り
〕
 

や
い
 

h
」
”
 

~’鵬細常鍬~誠鵬糾醐鰍“~難鵬携憎f 筆皇鱗緋線緋書鶏叫麟瞭秘嚇鱗’’ン“：「：年筆難島離世f薯，：年ぎ,％り雛縄】鼻ン。シ 』
 

、
 

喜・】 

ム、 

赫
 

喜

式

寸

喜

ま

よ

‘

ま

ま

さ

ま

曹

‘

ま

ま

‘

4

 

瀞
 

部
落
の
人
び
と
に
対
す
る
人
権
侵
害
一
 

（
差
別
）
の
意
識
が
、
こ

e
社
会
に
残
鶴
 

っ
て
い
る
限
り
、
民
主
主
義
の
前
進
は
瞬
 

あ
り
得
な
い
し
、
社
会
の
真
の
発
展
は
ー
 

あ
り
得
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
o
 

》 

人
権
を
尊
重
す
る
精
神
に
欠
け
、
差
「
 

別
を
何
と
も
思
わ
な
い
人
が
、
自
分
の
 
皿 

人
権
が
侵
さ
れ
そ
フ
に
な
る
と
「
人
権
一
 

無
視
だ
ノ
」
 
と
叫
ん
で
い
る
と
す
れ
ば
 
麟 

そ
れ
は
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
 

福
岡
県
部
落
史
研
究
会
資
料
よ
り
 

今
月
の
解
放
講
座
 

と
 

き
 

と
一
」
ろ
 

2
月
 25 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
み
な
さ
ん
さ
そ
 

い
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

麟
 

日
 

7
 

省ェネルギー月間 28日まで 北方領土の日 



(10) 

難 
蕪 
寒整 
懲達 

麟挙人名籍に登録されてはじめて投票 

鷺の権利を行使できるわけですが、 1 

蕪月1日現在で調製した赤池町農業委 

麟員会委員選挙人名籍を次のとおり縦 

，鷺覧します。 

麟 あなたの名前が登録されているか 

羅ご確認ください。 

麟レ縦覧場所／赤池町役場総務課 

鷺レ縦覧期間／2 月23日から3月9 日 

まで日曜を除く毎日午前8時半か 

ら午後5時まで（土曜日は12時半 

農業を営む人が、農業用に使用す 

~る動力耕うん機等の動力源に用いる 

鷺軽油については、次のとおり本人の 

麟申請により軽油引取税が免除されま 

難す。 

麟）日時=2 月13日団、午前10時から 

麟 午後3時まで 

鷲レ場所一＝役場建設鉱害課2階和室 

難レ該当者一農業を営む人（兼業農家 

を含む、機械を共同購入し、共同 

で使用している人も可） 

レ申請に必要な書類一①耕作証明書 

（当日農業委員会職員が現地で受 

け付け発行します）②新規申請さ 

れる方は機械の所有を証する書類 

（売渡しを証明するもの、または 

貸借契約書など馬力数、機械の名 

称等が必要です）③ェンジン番号 

または車体番号の複写（紙をあて 

上から鉛筆でなぞったもの、二年 

ごとで可）④印かん（共同申請の 

場合も個人ごとに必要）⑤昨年ま 

でに申請された方は②は必要あり 

難 ませんが免税軽油使用者証を持参 

鷺 のこと。 
麟※当日申請できない人は田川財務事 

鷺 務所でも受け付けます。 

難※書類不備の場合は交付できません 

難 ので事前に確認してください。 

難※問い合せ先一田川財務事務所間税 

難 課 ff44- 8 1 1 1 （内線34) 

m業
相
防
川
川
柑
談
馴
m
献
血
川
m
 

◆
乳
児
保
育
相
談
 

二
月
十
六
日
囲
 
町
民
会
館
 

10
 

時
ー
 11
 

時
 30 

分
（
生
後
協
組
月
）
 

◆
三
種
混
合
 

二
月
二
十
日
国
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 
15
 

時
（
生
後
m
編
し
 

◆
献
血
 

二
月
二
十
七
日
囲
 

10
 

時
ー
 13 

時
（
赤
池
商
事
前
）
 

14
 

時
ー
 16 

時
（
赤
池
町
役
場
横
旧
第
 

二
公
民
館
前
）
 

戦
傷
病
者
乗
車
券
等
引
換
証
の
 

交
付
申
請
受
け
付
を
し
て
い
ま
す
 

▽
期
間
l
2
月
2

日
か
ら
 

▽
間
い
合
せ
・
受
付
 

役
場
衛
生
係
 

合
 28 

1
2
0
0
4
 

麟
麟
緋
 

農業委員会委員の選挙人 

名簿を縦覧します 

選挙では、その資格のある方が選 

、
ョ
J
」ゴk

"I

乙
、
ゴ
ノ
 

「
］
v
ー
ム
お
イ
生
国
名
］
、
 

（一）鱗難m
鱗「一 

福
岡
県
公
立
学
校
定
時
制
課
程
、
 

通
信
制
課
程
の
生
徒
募
集
 

働
き
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を
受
け
 

た
い
人
の
た
め
に
、
生
徒
募
集
を
し
ま
 

す。 
⑥
定
時
制
課
程
 

▽
入
学
願
書
受
付
1
2
月
 16
 

日
囲
ー
 23
 

日
囲
正
午
（
た
だ
し
県
外
か
ら
の
志
願
 

申
請
は
2
月
9
日
囲
1
3
月
4
日
正
午
）
 

▽
学
力
検
査
日
1
3
月
 12
 

日
困
 

▽
学
力
検
査
教
科
ー
国
語
、
数
学
、
社
 

会
、
理
科
、
英
語
 

▽
合
格
者
発
表
1
3
月
 19 

日
困
午
前
9
 

時
 

⑥
通
信
制
課
程
 

▽
入
学
願
書
受
付
1
3
月
 28 

日
田
1
4
 

月
7

日
因
毎
日
9
時
ー
 16
 

時
 

▽
検
査
及
び
合
否
決
定
ー
入
学
願
書
受
 

付
と
同
時
に
面
接
と
書
類
審
査
に
よ
り
 

合
否
を
決
定
 

⑨
問
い
合
せ
先
は
各
々
高
等
学
校
で
玄
 

将棋同好会 

できました 

将
棋
の
好
き
な
方
、
気
軽
に
立
ち
寄
 

っ
て
下
さ
い
。
案
外
棋
力
が
上
達
す
る
 

か
も
…
。
 

日
時
ー
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日
 

午
後
七
時
か
ら
 

資
格
ー
十
八
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
き
 

〇
申
込
書
ー
相
談
所
に
準
備
 

〇
住
民
票
謄
本
ー
再
婚
の
方
は
戸
籍
謄
 

本
も
準
備
し
て
下
さ
い
。
 

〇
写
真
2
枚
ー
は
が
き
半
分
く
ら
い
の
 

大
き
さ
 

〇
印
か
ん
、
身
障
者
手
帳
 

〇
申
込
み
、
間
い
合
せ
先
ー
福
岡
市
中
 

央
区
六
本
松
1
丁
目
2

の
 22
 

（
福
岡
 

県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
身
体
障
害
 

者
結
婚
相
談
所
）
公
0
9
2
 

1
)

 

3
2
3
9
 

(

7

5

 

ク
広
報
係
ク
の
腕
章
作
り
ま
し
た
 

あ
な
た
の
目
の
前
を
腕
章
を
付
け
た
 

ま
す
）
 

人
間
が
ウ
ロ
く
し
ま
す
。
目
障
り
で
 

問
い
合
せ
ー
町
民
会
館
公
 28 

1
4
1
0
0
 

し
ょ
う
が
、
可
愛
が
っ
て
や
っ
て
下
さ
 

身
障
者
の
方
の
集
団
見
合
 

い
。
色
は
マ
リ
 

ン
ブ
ル
ー
に
白
 

〇
日
時
1
3
月
1

日
回
、
 
10
 

時
半
か
ら
 

ヌ
キ
の
字
で
『
 

〇
会
場
ー
福
岡
市
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
 

広
報
赤
池
町
』
 

タ
ー
 

と
な
っ
て
い
ま
 

〇
参
加
費
廿
五
百
円
 

す。 

綴
轍
綴
綴
鷺
難
難
灘
麟
柵
灘
」
麟
麟
麟
織
麟
 

難
難
鷲
鷲
難
麟
麟
 

④
 

⑧
 

早
い
も
の
で
、
本
当
に
早
い
も
の
で
 

も
う
二
月
で
す
。
私
は
今
年
「
ト
、
ン
男
」
 

な
の
で
三
日
に
は
豆
ま
き
を
し
ま
す
。
 

「
鬼
は
外
」
「
福
は
内
」
家
庭
の
嫌
な
事
 

身
体
の
中
の
悪
い
所
、
全
て
嫌
な
事
は
 

「
外
へ
行
け
」
 
と
言
っ
て
豆
ま
き
を
し
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

話
は
全
く
変
り
ま
す
が
、
私
の
家
は
 

石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
暖
房
器
具
と
呼
べ
る
の
は
 

「
こ
た
つ
」
だ
け
な
の
で
す
。
 

「
そ
ん
 

な
に
始
末
し
な
く
て
も
…
」
「
寒
む
か
ろ
 

ー」 

私
の
友
人
は
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
 

そ
う
言
い
ま
す
。
で
も
家
族
四
人
の
中
 

で
、
風
邪
を
引
き
ダ
ウ
ン
し
た
の
は
私
 

一
人
で
す
。
慣
れ
で
す
か
ね
。
 

田
 税務署職員および税理士によ 

る納税相談が次のとおり行われ 

ます。 

お気軽にご利用くだ，さい。 

●と き 2 月27日困 

●ところ 赤池町商工会 

保育園の入園児申込受付け 7日wまで 


